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 本実験では、図 1 に示すような斜め円柱模型を用いた。後退角 60[deg]、直径 40[mm]である。 
また、図 2 には熱線プローブを周方向に回転させる機構が示されている。機構はプローブを固定するリン
グ状バンドとそれを回転させるステッピングモータで構成され、回転開始と停止は遠隔操作できる。また
図 3 は縦渦を励起するための孤立粗度固定用の穴が前縁よりφ20[deg]の位置に直径 0.7[mm]の孔が空
けられ、直径 0.6mm 以下の針金を突き出すことで粗さを導入する。その高さは微調整可能である。図 4
は座標の定義を示している。 




























を原点として、それぞれ Z=16.5、 18.5、 及び
20.5[mm]である。縦渦は模型表面に定在している
わけであるから熱線風速計の直流成分に着目す
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図 7 孤立粗度から延びる変動の波頭線 
筋状の痕跡 











(2) 前縁近傍に高さ 0.5mm の孤立粗度を与え、下流をオイルフロー法で可視化すると、孤立粗度に起
源をもつ縦渦の存在を示す筋状の痕跡が確認できた。 
(3) この筋状の痕跡を確認するために、孤立粗度の高さを 0.13mm として熱線プローブで回転計測した
結果、波長訳 0.2ｍｍの縦渦の存在が観察された。 
(3) しかし、線形安定解析結果と大きな隔たりがあり、さらに詳細な調査が必要である。 
 
  
